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■
　
次
の
⑴
〜
⑷
の
傍
線
部
分
に
つ
い
て
、
漢
字
の
場
合
は
正
し
い
読
み
を
ひ
ら
が

な
で
書
き
、
カ
タ
カ
ナ
の
場
合
は
そ
れ
に
あ
た
る
漢
字
を
楷
書
で
正
し
く
書
き
な

さ
い
。
ま
た
、
⑸
に
つ
い
て
は
、
□
に
漢
字
を
一
字
入
れ
て
矢
印
の
方
向
に
読
む

と
、
漢
字
二
字
の
熟
語
が
四
つ
で
き
ま
す
。
□
に
入
る
適
切
な
漢
字
を
楷
書
で
正

し
く
書
き
な
さ
い
。

⑴
　
健
や
か
な
心
を
育
む
。（
　
　
　
や
か
）

⑵
　
木
綿
の
ハ
ン
カ
チ
を
買
う
。（
　
　
　
）

⑶
　
国
に
税
金
を
オ
サ
め
る
。（
　
　
　
め
る
）

⑷
　
海
は
資
源
の
ホ
ウ
コ
だ
。（
　
　
　
）

⑸
　

質→

参
↓
　
↓
一

→動
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■
　
次
の
1
〜
3
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

1
　
次
の
①
〜
⑤
の

線
部
に
つ
い
て
、
①
②
の
漢
字
は
読
み
仮
名
を
書
き
な
さ

い
。
ま
た
、
③
④
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。

①
　
文
集
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
こ
と
が
大
事
だ
。（
　
　
　
）

②
　
図
書
館
で
の
調
べ
学
習
に
時
間
を
費
や
す
。（
　
　
　
や
す
）

③
　
生
徒
総
会
で
は
活
発
な
ト
ウ
ギ
が
行
わ
れ
た
。（
　
　
　
）

④
　
奉
仕
活
動
に
フ
ル
っ
て
参
加
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
。（
　
　
　
っ
て
）

⑤
　
学
校
祭
で
発
表
す
る
演
劇
の
練
習
に
セ
ン
ネ
ン
し
た
。（
　
　
　
）

2
　
次
の
①
②
の
文
に
つ
い
て
、（

）
の
中
の
ア
〜
エ
の
う
ち
、
最
も
適
切
な
も

の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
ん
で
、
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

①（
　
　
）　
②（
　
　
）

①
　
今
回
の
大
会
で
の
彼
の
活
躍
に
は
（
ア
　
目
を
見
張
る
　
　
イ
　
目
を
抜
く

ウ
　
目
を
配
る

エ
　
目
を
光
ら
す
）
も
の
が
あ
る
。

②
　
高
校
生
の
兄
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
（
ア
　
以
心
伝
心
　
　
イ
　
十
人
十
色

ウ
　
右
往
左
往
　
　
エ
　
自
由
自
在
）
に
使
い
こ
な
し
て
い
る
。

3
　
次
の
文
章
は
職
場
体
験
の
礼
状
の
一
部
で
あ
る
。「
も
ら
い
」
を
、
適
切
な
表
現

に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。（
　
　
　
）

さ
て
、
先
日
は
突
然
の
お
願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貴
重
な
お
時
間
を
も
ら

い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
陶
器
づ
く
り
の
工
程
や
陶

器
の
魅
力
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（P201503005 205 02）

― 1/1 ― E1d5dad2f7a6

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

